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英国のカジノ事情 

 横浜市がカジノを含む IR 誘致を正式表明 

 横浜市が 8月 22日、カジノを含む IR(統合型リゾート)の誘

致を正式表明しました。 

 IR(統合型リゾート)とは、地域における様々な観光資源とカ

ジノを複合開発し、その魅力を掛け合わせたリゾート施設で、海

外ではシンガポールのマリーナ・ベイ・サンズ（MICE施設+カジ

ノ）やドイツのカジノ・バーデン・バーデン（スパリゾート+カジノ）

などがよく知られています。 

 横浜市は、将来の市財政の悪化が懸念される中で IR を誘

致することで大きな経済効果が生まれるとし、IR への訪問者数

は年間 2,000万～4,000万人、IR整備による経済波及効

果は年 6,300億～1兆円、市への税収増加効果は年 820

億～1,200億円と試算しています。 

 一方で、ギャンブル依存症や地域の治安悪化への懸念など、

IR誘致に反対の意見も根強くあります。日本での「カジノ」の響

きにはネガティブなイメージが感じられるのは、これまでは違法だっ

たのですから無理もありません。 

 「カジノ（Casino）」の語源は、イタリア語で、家「casa」に縮

小の語尾「-ino」が付いたもので“小さな家”を意味します。英語

での発音はカタカナ表記で「カッシーノ」に近い感じでしょうか。 

 ヨーロッパのカジノの歴史 

 カジノはヨーロッパが起源とされ、イタリアでは 1638年に世界

最古と言われるカジノ・ディ・ヴェネツィアが作られ、今でも営業し

ているそうです。 

フランスやドイツでも 17世紀頃より、王族や貴族、上流階

級の娯楽として社交の場で楽しまれていきました。 

 1880年代、フランスからの直通鉄道が通るようになったモナコ

公国にヨーロッパの富裕層が訪れるようになり、モナコ公国はヨー

ロッパ随一のカジノ都市として発展していきます。1863年に発

足したカジノ・ド・モンテカルロは宮殿のような佇まいです。 

【モナコ公国のカジノ・ド・モンテカルロ】

 

 英国のカジノの歴史 

 英国でも 1700年代初頭より、貴族や上流階級の間でカジ

ノは広まり、ローマ帝国支配時代から温泉で有名な都市バース

（Bath）はヨーロッパ全域から貴族や上流階級が訪れたカジ

ノ都市だったそうです。 

【温泉で有名なバースは 18世紀、カジノでも繁栄】

 

 カジノ都市として繁栄したバースですが、1740年に英国でカ

ジノ禁止令が布かれ、その後はベルギーやドイツなどにもカジノ都

市は移り変わっていったといいます。 

 その後、19世紀に入りロンドンに民営カジノが設立されていき

ます。1829年ロンドン・メイフェアに設立されたクロックフォード・

カジノ・クラブは王族、貴族、上流階級専用のカジノ施設として

現在も営業を続けています。 
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【世界最古の民営カジノ、クロックフォード・カジノ・クラブ】

 

 戦後、ヨーロッパの国々でいち早くカジノ施設の合法化したの

が英国でした。1960年、英国で賭博に関する法律が制定さ

れた背景には、違法賭博が後を絶たず、トラブルや犯罪を抑止

するためには合法化し適正な管理をおこなうことが望ましいとの

考えがあったようです。 

 そのため英国のカジノは、会員制とする事、入会申込みから

48時間後の登録制度、フォーマルなドレスコード、アルコール飲

料の提供禁止など、厳しいルールの下で運営されてきました。 

 2005年に賭博法が改正され、会員制以外のカジノ施設の

営業も許可されるようになり、海外からの旅行者もパスポートを

提示するだけで気軽に楽しめるカジノ施設も開設されています。 

【非会員制のカジノ施設、ロンドン・ヒッポローム・カジノ】

 

 カジノだけがギャンブルではない 

 古い歴史を持ち、伝統と格式を守る英国のカジノですが、ギャ

ンブル（賭博）はカジノだけではありません。英国といえば、スポ

ーツは勿論のこと王室や政治についてまで賭けの対象とするブッ

クメーカー（賭け屋）でも有名です。 

 英国のギャンブル・コミッション（賭博委員会）の統計による

と、2017年 10月～2018年 9月のギャンブル産業の規模

は 145億ポンド（約 1兆 8,900億円）にものぼり、そのうち

カジノ施設では 10.7億ポンド（約 1,400億円）とギャンブル

産業全体の 7.4％となります。 

【英国ギャンブル産業のセクター別の収入額】

 

 

 日本初の IR（統合型リゾート）ではカジノの是非が兎角クロ

ズアップされがちですが、ギャンブル依存症などの対策は、既存の

ギャンブルも含めてさらに議論を深めていくことが必要だと考えま

す。 

Sector
Oct 2017-

Sep 2018

Remote Casino, Betting and Bingo 5,633

Betting 3,205

National Lotteries 2,998

Casinos 1,075

Bingo 678

Lotteries 518

Arcades 422

Total 14,529
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